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観
光
交
流
施
設
「
き
ら
め
き

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
が
、
富
田
林

駅
前
に
ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

　「
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

は
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い

る
富
田
林
寺
内
町
を
は
じ
め
と

す
る
本
市
の
多
く
の
魅
力
を
発

信
す
る
と
と
も
に
、
来
訪
者
が

交
流
し
新
た
な
魅
力
を
創
造
す

る
拠
点
と
な
り
ま
す
。

■
人
と
人
が
出
会
い
文
化

が
生
ま
れ
る
場
所

　
鉄
骨
2
階
建
て
施
設
の
1
階

は
、
観
光
案
内
や
特
産
品
の
販

売
、
市
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

う
観
光
ツ
ア
ー
・
イ
ベ
ン
ト
企

画
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

情
報
発
信
な
ど
、
本
市
の
魅
力

を
発
信
す
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
2
階
は
、
絵
画
や
写
真

な
ど
ア
ー
ト
作
品
の
展
示
や
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
本
市
に
関
す
る

図
書
を
持
ち
寄
る
「
ま
ち
思
い

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
な
ど
、
多
く

の
人
が
出
会
い
、
交
流
し
、
文

化
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
施
設
を

め
ざ
し
ま
す
。

■
産
官
学
が
知
恵
を
出
し

合
い
運
営
し
ま
す

　「
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

は
、
富
田
林
商
工
会
、
市
観
光

協
会
、
大
阪
芸
術
大
学
の
産
官

学
3
団
体
で
構
成
さ
れ
る
「
富

田
林
産
業
文
化
芸
術
連
携
体
」

が
指
定
管
理
者
と
し
て
、
管
理

運
営
を
し
ま
す
。

　
富
田
林
商
工
会
は
地
域
産

業
、
市
観
光
協
会
は
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
大
阪
芸
術
大
学

は
ア
ー
ト
芸
術
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
分
野
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
運
営
に
挑
戦
し
ま
す
。

■
大
学
生
の
皆
さ
ん
に
話

し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
本
市
で
は
、
若
い
人
た
ち
の

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、
魅
力

あ
る
観
光
事
業
に
取
り
組
む
た

め
、
阪
南
大
学
、
大
阪
芸
術
大

学
、
大
阪
大
谷
大
学
の
３
大
学

の
協
力
を
得
て
、「
富
田
林
き
ら

め
き
会
議
」
を
３
回
開
催
し
ま

し
た
。

　
自
治
体
が
大
学
と
共
同
で
地

域
の
課
題
に
取
り
組
む
事
例
は

あ
り
ま
す
が
、
一
つ
の
自
治
体

が
三
つ

の
異
な

る
専
門

分
野
の

大
学
と

共
同
で

地
域
の

課
題
に

取
り
組

む
ケ
ー

ス
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
会
議
に
参
加
し
た
学
生
か

ら
は
、「
観
光
客
の
滞
在
時
間
を

長
く
す
る
た
め
、
リ
ア
ル
と

バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
を
融
合
さ

せ
た
ゲ
ー
ム
を
開
発
し
、
観
光

客
に
利
用
し
て
も
ら
う
」
な
ど

学
生
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
が

数
多
く
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
す
る

「
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
３
）

観光交流施設「きらめきファクトリー」完成予想観光交流施設「きらめきファクトリー」完成予想図図

富田林きらめき会議の様富田林きらめき会議の様子子

観
光
交
流
施

観
光
交
流
施
設設

「
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

「
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」」

ま
も
な
く
オ
ー
プ

　
　
　
　
ま
も
な
く
オ
ー
プ
ンン

～～～～～
本本本本本
市市市市市
ののののの
魅魅魅魅魅
力力力力力
ををををを
創創創創創
造造造造造
ししししし
発発発発発
信信信信信
すすすすす
るるるるる
拠拠拠拠拠
点点点点点

～
本
市
の
魅
力
を
創
造
し
発
信
す
る
拠
点
～～～～～～

観光交流施設「きらめきファクトリー」
とは

■本市の魅力を、さらにきらめかせて発信する施設

です。

■観光と交流をテーマに、まちがきらめくための施

設です。

■人と人が出会い元気が生まれる、人がきらめくた

めの施設です。

※利用方法など詳しくは、5月号広報でお知らせし

ます。
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今
月
は
統
一
地
方
選
挙
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
私
た
ち
は
、
選
挙
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
代
表
者
を
通
じ
て
政

治
に
参
加
し
、
意
思
を
反
映
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
の
議
会
議
員
や

首
長
を
選
ぶ
選
挙
は
、
私
た
ち

に
最
も
身
近
な
政
治
参
加
の
機

会
で
す
。

　
私
た
ち
の
意
思
を
正
し
く
反

映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

◆
府
議
会
議
員
選
挙

告
示
日
（
立
候
補
届
け
出
日
）

４
月
３
日


投
票
日
　

４
月
　
日

、
午
前
７
時
～
午

１２

後
８
時

投
票
所
　

市
内
　
投
票
所
（
選
挙
人
名
簿

３４

登
録
者
に
送
付
す
る
投
票
所
入

場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

各
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
）

※
府
議
会
議
員
選
挙
は
、
こ
の

選
挙
よ
り
議
員
定
数
が
「
富
田

林
市
・
大
阪
狭
山
市
お
よ
び
南

河
内
郡
」
の
選
挙
区
で
２
人
に

変
わ
り
ま
す
。

◆
市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙

告
示
日
（
立
候
補
届
け
出
日
）　

４
月
　
日


１９

投
票
日
　

４
月
　
日

、
午
前
７
時
～
午

２６

後
８
時

投
票
所
　

市
内
　
投
票
所
（
選
挙
人
名
簿

３４

登
録
者
に
送
付
す
る
投
票
所
入

場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

各
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
）

■
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
事
情

で
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
予
想
さ
れ
る
人
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　「
仕
事
に
従
事
す
る
予
定
が

あ
る
人
」「
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物

な
ど
何
ら
か
の
用
事
で
、
投
票

区
外
に
滞
在
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
人
」「
病
気
、
負
傷
、
妊

娠
、
身
体
の
障
が
い
な
ど
に

よ
っ
て
歩
行
が
困
難
な
人
」

と
き

◎
府
議
会
議
員
選
挙
＝
４
月
４

日

～
　
日


１１

◎
市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙
＝

４
月
　
日

～
　
日


２０

２５

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
を
含

む
、
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８

３０

時
ま
で
。

さ
あ
投
票
　
選
挙
の
主
役
は
　
あ
な
た
で
す

◎
府
議
会
議
員
選
挙

　
　
《
投
票
日
４
月
　
日

》

１２

◎
市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙

　
　
《
投
票
日
４
月
　
日

》

２６

と
こ
ろ
　

市
役
所
４
階
４
０
１
会
議
室
お

よ
び
金
剛
連
絡
所
２
階
ホ
ー
ル

■
投
票
所
入
場
整
理
券

　
投
票
所
入
場
整
理
券
は
投
票

所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
同
券
が
な
い
場
合
で

も
、
投
票
所
で
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
本
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
投
票
で

き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
公
報

　
府
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
公

報
は
４
月
　
日

、
市
議
会
議

１１

員
・
市
長
選
挙
の
選
挙
公
報
は

４
月
　
日

ま
で
に
各
家
庭
に

２５

配
布
し
ま
す
。

　
届
か
な
い
と
き
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
府
議
会
議
員
選
挙
の

選
挙
公
報
は
、
府
選
挙
管
理
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp

://w
w
w
.p
re
f.o
s
a
k
a
.lg
.jp
/

s
e
n
k
a
n
/o
s
a
k
a
fu
g
is
e
n
k
y

o
/in
d
e
x
.h
tm
l

〕
に
、
市
議
会

議
員
・
市
長
選
挙
の
選
挙
公
報

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
市
役

所
の
ご
案
内
「
選
挙
」
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

■
不
在
者
投
票

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
で
要
件
に
該
当

す
る
人
は
、
自
宅
な
ど
で
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

　
こ
の
方
法
で
不
在
者
投
票
を

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
申
請
し
、「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
証
明
書
に
は
有
効

期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
で

に
期
限
が
切
れ
て
い
る
人
は
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

※
投
票
用
紙
は
、
同
証
明
書
を

添
え
て
投
票
日
の
４
日
前
ま
で

に
同
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
指
定
し
た
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
、

入
所
さ
れ
て
い
る
人
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。　

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　
一
時
的
に
遠
隔
地
に
滞
在
し

て
い
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
す

る
と
滞
在
先
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
市
区
町
村
の
同

委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

※
い
ず
れ
の
方
法
も
手
続
き
な

ど
に
一
定
の
期
間
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人

は
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）



子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
ててててててててててててててててててててて
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教

子
育
て
支
援
・
教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育

●
民
間
保
育
所
の
運
営
費
の
補

助
な
ど
　

　
年
間
を
通
じ
て
待
機
児
童
ゼ

ロ
を
め
ざ
し
、
新
設
１
園
を
含

む
９
園
の
民
間
保
育
所
に
対
し

て
補
助
な
ど
を
し
ま
す
。

《
　
億
６
８
１
６
万
円
》

１１
●
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

へ
の
医
療
費
を
助
成
　

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

医
療
面
か
ら
支
え
る
た
め
、
対

象
者
と
し
て
は
府
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
あ
る
０
歳
～
中
学
３
年

生
ま
で
の
入
院
、
通
院
に
か
か

る
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

《
３
億
６
３
３
万
円
》

●
小
中
学
校
で
の
き
め
細
か
な

指
導
推
進
事
業

　
市
独
自
で
講
師
を
採
用
し
、

小
学
６
年
生
お
よ
び
中
学
３
年

生
に
対
し
て
、
少
人
数
学
級
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

《
３
７
０
５
万
円
》

●
小
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の

更
新
　

　
小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
お

よ
び
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
再
構
築
し

ま
す
（
　
年
度
で
全
校
完
了
）。

２７

《
３
７
７
９
万
円
》

●
生
涯
学
習
施
設
整
備
事
業

　
公
会
堂
跡
地
に
各
世
代
対
象

の
生
涯
学
習
お
よ
び
交
流
ス

ペ
ー
ス
を
備
え
た
新
施
設
を

　
・
　

年
度
の
２
カ
年
で
建
設

２７

２８

し
ま
す
。《
１
億
３
９
２
０
万
円
》

●
市
民
プ
ー
ル
を
新
し
く
オ
ー

プ
ン
　

　
市
民
プ
ー
ル
「
ア
ク
ア
パ
ー

ク
き
ら
め
き
」
を
新
し
く
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。《
１
７
３
５
万
円
》

産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環

産
業
振
興
・
環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境

●
観
光
交
流
施
設
の
開
設
　

　
本
市
の
玄
関
口
で
あ
る
富
田

林
駅
前
に
観
光
案
内
や
本
市
の

魅
力
発
信
の
新
た
な
拠
点
と
な

る
観
光
交
流
施
設
「
き
ら
め
き

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
開
設
し
ま

す
。《
２
２
５
３
万
円
》

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
対
す
る
補
助
  

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
に
対
す
る
補
助
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

《
１
２
６
０
万
円
》

●
下
水
道
管
の
長
寿
命
化
対
策

　
金
剛
地
区
の
老
朽
化
し
た
下

水
道
管
の
長
寿
命
化
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

《
１
億
５
０
０
０
万
円
》

２２77年年度度 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算

　
年
度
予
算
の
主
な
実
施
事
業

２７　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　《
　
》
内
は
事
業
費

一般会計 376億7800万円

　２７年度予算編成は、統一地方選挙を間

近に控えていることから、義務的経費や

継続的経費を中心とした骨格予算となっ

ていますが、「子育てしやすいまちづく

り」「安全・安心なまちづくり」に重点を

置いて編成しました。

４



　
今
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計

が
３
７
６
億
７
８
０
０
万
円
、

企
業
会
計
（
水
道
事
業
）
を
含

む
特
別
会
計
が
３
４
４
億
６
７

４
７
万
円
で
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額

は
７
２
１
億
４
５
４
７
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
と
比
べ
る
と
、
一
般

会
計
は
２
億
８
３
０
０
万
円
の

減
、
特
別
会
計
は
　
億
６
７
８

３０

８
万
円
の
増
、
全
会
計
で
は
　２７

億
８
４
８
８
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
収
入
（
歳
入
）
の
大
き
な
柱

で
あ
る
市
税
は
、
１
億
２
２
５

万
円
の
減
（
昨
年
度
比
０
・
８

㌫
の
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
を
目
的
別
で
見
る
と
、

予
算
規
模
の
大
き
い
も
の
か

ら
、
高
齢
者
福
祉
や
児
童
福

祉
、
生
活
保
護
の
経
費
と
い
っ

た
市
民
の
皆
さ
ん
が
一
定
水
準

の
生
活
と
安
定
し
た
社
会
生
活

を
送
る
こ
と
を
保
障
す
る
た
め

の
経
費
（
民
生
費
）
１
７
８
億

５
９
８
５
万
円
、
予
防
接
種
や

清
掃
な
ど
、
健
康
で
衛
生
的
な

生
活
環
境
を
保
持
す
る
た
め
の

経
費
（
衛
生
費
）　

億
５
７
６

４５

万
円
、
教
育
関
係
の
経
費
（
教

育
費
）　

億
６
８
２
０
万
円
と

３９

な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
に
見
る
と
、
予
算
規

模
の
大
き
い
も
の
か
ら
扶
助
費

の
１
１
１
億
１
６
６
５
万
円
、

人
件
費
の
　
億
４
８
９
１
万

７８

円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
介

護
保
険
事
業
、
下
水
道
事
業
等

の
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が

　
億
４
８
４
８
万
円
と
な
っ
て

５０い
ま
す
。

市
民
一
人
あ
た
り
に
　
　
　
 

計
算
す
る
と

　
今
回
の
一
般
会
計
予
算
を
　２７

年
１
月
　
日
現
在
の
住
民
基
本

３１

台
帳
人
口
を
も
と
に
、
市
民
一

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、　３２

万
５
２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
１
人
当
た
り
の
歳
出
の
大
き

い
も
の
は
、
民
生
費
　
万
４
１

１５

４
９
円
、
衛
生
費
３
万
８
８
８

９
円
、
教
育
費
３
万
４
２
５
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
財
政
課
（
内
線

３
３
６
）

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安

防
災
安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全

●
防
災
対
策
の
充
実

　
住
民
に
い
ち
早
く
防
災
情
報

を
伝
え
る
た
め
、
土
砂
災
害
危

険
区
域
お
よ
び
市
立
小
学
校
に

設
置
し
た
防
災
無
線
に
対
応
し

た
電
話
に
よ
る
音
声
案
内
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
、
ま
た
災
害
時

に
備
え
た
物
品
の
備
蓄
や
地
域

版
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。《
２
５
６
３
万
円
》

●
地
域
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
対

す
る
補
助

　
地
域
住
民
の
安
全
確
保
と
街

頭
犯
罪
の
抑
止
の
た
め
、
町
会

（
自
治
会
）
で
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
費
用
の
一
部
を
引
き
続
き

補
助
し
ま
す
。《
５
０
０
万
円
》

●
地
域
防
犯
灯
設
置
お
よ
び
管

理
費
に
対
す
る
補
助

　
地
域
住
民
の
安
全
確
保
と
街

頭
犯
罪
の
抑
止
の
た
め
、
町
会

（
自
治
会
）
で
の
防
犯
灯
設
置

費
用
や
管
理
費
用
の
一
部
を
引

き
続
き
補
助
し
ま
す
。

《
３
９
３
５
万
円
》

●
民
間
建
築
物
耐
震
診
断
お
よ

び
改
修
に
対
す
る
補
助

　
民
間
建
築
物
の
耐
震
診
断
お

よ
び
改
修
に
係
る
費
用
の
一
部

を
引
き
続
き
助
成
し
ま
す
。

《
１
３
１
６
万
円
》

●
地
区
集
会
所
な
ど
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
に
対
す
る
補
助

　
救
命
率
の
向
上
の
た
め
、
地

区
集
会
所
な
ど
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
費
用
の
一
部
を
引
き
続
き
補

助
し
ま
す
。《
３
０
０
万
円
》

ままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

ま
ち
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

●
若
松
地
区
再
整
備
事
業

　
老
朽
化
し
た
市
営
若
松
住
宅

の
建
て
替
え
を
実
施
し
ま
す
。

《
　
億
８
２
２
１
万
円
》 

１０
●
道
路
の
維
持
補
修
お
よ
び
通

学
路
の
整
備

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
道
路
の
維

持
補
修
や
通
学
路
の
整
備
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

《
１
億
１
３
９
３
万
円
》

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福

健
康
・
福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉

●
妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
・
特

定
不
妊
治
療
費
の
一
部
補
助

　
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
助
成

や
特
定
不
妊
治
療
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。《
９
３
０
１
万
円
》

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

充
実
　
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
の
増

加
や
複
雑
化
に
対
応
す
る
た
め

同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
充

実
し
ま
す
。《
７
１
０
０
万
円
》

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の

施
行
に
伴
い
、
自
立
相
談
支

援
、
住
居
確
保
給
付
金
の
給

付
、
一
時
生
活
支
援
事
業
を
実

施
し
ま
す
。《
９
８
２
万
円
》

●
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
支
援
事
業

　
よ
り
多
く
の
骨
髄
移
植
の
実

現
、
お
よ
び
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

登
録
者
の
増
加
を
図
る
た
め

に
、
骨
髄
の
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）

に
対
し
て
、
引
き
続
き
助
成
し

ま
す
。《
　
万
円
》

４２

予
算
総
額

　
７
２
１
億
４
５
４
７
万
円

５



６

　
本
市
で
は
、
災
害
時
の
避
難

に
支
援
が
必
要
な
人
（
災
害
時

要
援
護
者
）
を
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
台
帳
に
登
録
し
、
地

域
の
災
害
時
要
援
護
者
支
援
組

織
に
提
供
し
て
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
備
え
適
切
に
情
報
管
理

　
近
い
将
来
発
生
す
る
と
言
わ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や

本
市
に
近
い
断
層
で
、
地
震
発

生
時
の
被
害
が
大
き
く
な
る
と

予
測
さ
れ
る
生
駒
断
層
帯
を
震

源
と
す
る
地
震
な
ど
、
大
規
模

地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
市
で
は
、
大
規
模
地
震
な

ど
の
災
害
発
生
時
に
、
市
役
所

内
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
い
ち
早
く
災
害
対
応
に
当

た
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
同
本
部
の
設
置
を
さ
ら
に

迅
速
か
つ
確
実
な
も
の
と
す
る

た
め
、
４
月
１
日

に
、
市
役

所
よ
り
耐
震
性
の
高
い
市
消
防

庁
舎
へ
同
本
部
機
能
を
移
転
し

ま
す
。

　
移
転
内
容
は
、
市
消
防
庁
舎

５
階
の
「
旧
み
な
み
大
阪
ト
ラ

イ
ヤ
ル
・
プ
ラ
ザ
市
防
災
セ
ン

タ
ー
」
跡
を
利
用
し
、
同
本
部

設
置
に
必
要
な
機
器
や
防
災
無

線
の
親
局
設
備
な
ど
を
移
転
し

た
り
、
府
や
府
内
市
町
村
と
情

報
共
有
可
能
な
防
災
行
政
無
線

の
設
備
を
再
整
備
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
防
災
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
市

役
所
４
階
に
あ
り
ま
し
た
危
機

管
理
室
も
同
日
よ
り
、
市
消
防

庁
舎
５
階
へ
移
転
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
今
後
も
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）

災害対策本部が

市消防庁舎へ移転します

　
近
年
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
中
、

私
た
ち
が
住
む
南
河
内
地
域
で

も
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や

洪
水
、
大
規
模
地
震
な
ど
が
い

つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市

消
防
本
部
管
内
の
各
消
防
団
が

連
携
協
力
体
制
を
と
り
、
住
民

の
安
全
を
守
る
た
め
、
４
月
１

日

に
「
富
田
林
市
、
太
子
町
、

河
南
町
及
び
千
早
赤
阪
村
消
防

団
連
携
協
力
協
議
会
」
が
発
足

し
ま
す
。

　
同
協
議
会
は
、
大
規
模
災
害

発
生
時
に
、
日
頃
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
消
防
防
災
活
動
を
し
て

い
る
各
消
防
団
が
、
市
町
村
の

管
轄
区
域
を
越
え
て
相
互
に
連

携
協
力
す
る
こ
と
で
災
害
に
よ

る
被
害
を
軽
減
し
、
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
同
協
議
会
の
発
足
は
、
今
後

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い

大
規
模
災
害
に
対
す
る
大
き
な

備
え
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
消

防
総
務
課
〔

　
１
１
２
３
〕

（２３）

※
た
だ
し
、
３
月
　
日

ま
で

３１

は
〔

　
１
１
２
３
〕。

（２５）

「
富
田
林
市
、
太
子
町
、
河
南
町
及

び
千
早
赤
阪
村
消
防
団
連
携
協
力
協

議
会
」
が
発
足
し
ま
す

災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
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登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
に
登
録
をををををををををををををををををををををを

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

土砂災害防止法に基づく基礎
調査を実施

　府では、土砂災害時の警戒避難体制づく

りや、開発などによる立地抑制などに役立

てるため、「土砂災害防止法」に基づき、土

石流・がけ崩れが発生したときに被害が及

ぶ恐れがある土地の範囲を調査します。

　４月～２８年３月の間に、府から委託を受

けた調査員が対象地域を伺います。その

際、住宅地や個人の山に立ち入らせていた

だく場合もありますが、土砂災害防止の趣

旨をご理解の上、調査にご協力をお願いし

ます。

※詳しくは、府ホームページ〔http://www.

pref.osaka.lg.jp/tondo/sinchakujoho/tondo_

dosyaho.html〕をご覧ください。

問い合わせ　府富田林土木事務所建設課河

川砂防グループ〔(２５)１１３１〕

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安 安 まままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーまちメールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ああああああああああああああああああああああああああああああんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

をご存じです  をご存じですかか

　
府
警
察
本
部
で
は
、
府
内
の

最
新
の
犯
罪
情
報
を
皆
さ
ん
の

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
す
る
「
安
ま
ち

メ
ー
ル
」を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
は
無
料
で
す
が
、
通
信

に
か
か
る
費
用
は
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
登
録
方
法
な

ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
ｗ
.in
fo
.p
o
lic
e

.p
re
f.o
s
a
k
a
.jp
/u
s
e
rM
e
n
u
.

d
o

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
府
警
察
本
部
府

民
安
全
対
策
課
〔

０
６
（
６

９
４
３
）
１
２
３
４
〕

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
台
帳
へ
の
登
録
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
地
域
福
祉
課
ま
た
は

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
、
２
８
８
）

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制ををををををををををををををををををををを強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化防災体制を強化！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！４月１日



７

　
準
防
火
地
域
内
に
お
け
る
建

築
制
限
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、

施
行
日
以
降
に
着
工
す
る
建
築

物
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

新
築
や
増
築
な
ど
を
検
討
さ
れ

て
い
る
人
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
４
５
３
、
４
５
９
）

●
建
築
制
限
の
内
容
　
左
表
に

記
載

　
同
地
域
内
に
お
い
て
建
築
行

為
を
す
る
際
は
、
建
築
規
模
に

応
じ
て
建
築
制
限
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

●
施
行
日
　
　
月
１
日


１０

●
準
防
火
地
域
の
指
定
区
域
　

左
表
お
よ
び
左
図
に
記
載

　
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本

大
震
災
で
は
、
火
災
に
よ
る
被

害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
今
後
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
大
規
模

災
害
に
備
え
て
、
準
防
火
地
域

の
指
定
区
域
を
拡
大
し
ま

す
。
同
地
域
は
、
地
震
な
ど

の
災
害
に
よ
り
生
じ
る
、
市

街
地
に
お
け
る
火
災
の
延
焼

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
建
物
に
一
定
の
耐

火
性
能
を
義
務
付
け
る
こ
と

を
定
め
る
地
域
で
す
。

準
防
火
地
域
の
指
定
区
域
を
拡
大
し
ま
す

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
と
と

も
に
、
食
生
活
の
変
化
や
運
動

不
足
な
ど
を
原
因
と
す
る
生
活

習
慣
病
が
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
生
活
習
慣

病
に
関
連
す
る
死
因
が
死
亡
原

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康とととととととととととととととととととととととととととととととととととととんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばやややややややややややややややややややややややややややややややややややややししししししししししししししししししししししししししししししししししししし２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次「健康とんだばやし２１（第二次））））））））））））））））））））））））））））））））））））））

及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ををををををををををををををををををををををををををををををををををををを策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定しししししししししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししししししし及び食育推進計画」を策定しましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

因
の
上
位
を
占
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
め

ざ
し
て
、　

年
３
月
に
「
健
康

１８

と
ん
だ
ば
や
し
　
」
を
策
定
し

２１

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
の
「
　
世
紀
に

２１

お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動

（
健
康
日
本
　
）」の
最
終
評
価

２１

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
第
二
次
計

画
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
、「
健
康
と

ん
だ
ば
や
し
　
」
の
実
施
成
果

２１

や
昨
年
７
月
に
実
施
し
た
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
、
３
月
に
「
健
康
と

ん
だ
ば
や
し
　
（
第
二
次
）
及

２１

び
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
同
計
画
は
、「
誰
も
が
安
心
し

て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
理
念
と
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
健
康
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
策
定
さ
れ
た
同

計
画
は
、
国
の
食
育
基
本
法
に

基
づ
く
「
食
育
推
進
計
画
」
も

含
め
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※
同
計
画
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
健
康
づ

く
り
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー

の
事
業
案
内
）」か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

(２８)



８

　
ふ
る
さ
と
寄
付
金
は
、
自
分

が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
や

応
援
し
た
い
地
方
公
共
団
体

（
都
道
府
県
お
よ
び
市
区
町

村
）
に
寄
付
す
る
制
度
で
す
。

　
同
制
度
で
は
、
寄
付
金
額
に

応
じ
て
所
得
税
、
個
人
住
民
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
富
田
林
を
「
ふ
る
さ
と
」
と

し
て
応
援
し
、
本
市
の
発
展
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
同
寄

付
金
の
申
し
込
み
が
可
能
に

　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ

と
寄
付
金
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、

　
時
間
い
つ
で
も
同
寄
付
金
の

２４申
し
込
み
が
可
能
に
な
り
ま
し

とんだばやし

　　ふるさと寄付金

た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

（
Y
a
h
o
o
!
公
金
支
払

い
）
を
利
用
す
る
と
、
申
し
込

み
か
ら
支
払
い
ま
で
の
手
続
き

を
一
度
に
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

●
お
礼
の
品
が
さ
ら
に
充
実

　
１
万
円
以
上
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
い
た
人
に
お
贈
り
し
て
い

る
お
礼
の
品
に
、
本
市
特
産
の

「
大
阪
ナ
ス
」
や
「
え
び
芋
」

な
ど
が
新
し
く
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
　
さ
ら
に
、　

万
円
以
上
の
ご

１０

寄
付
を
い
た
だ
い
た
人
に
は
、

お
礼
の
品
に
加
え
、
プ
レ
ミ
ア

ム
ギ
フ
ト
を
お
贈
り
し
ま
す
。

4
月
か
ら
7
月
ま
で
は
、「
サ

バ
ー
フ
ァ
ー
ム
四
季
の
味
覚
」

ま
た
は
「
か
ん
ぽ
の
宿
富
田
林

特
別
室
ペ
ア
宿
泊
券
」
か
ら
お

選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

※
寄
付
の
手
続
き
や
お
礼
の
品

の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
寄

付
金
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
（
内
線

３
１
２
）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付ののののののののののののののののののののの申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申ししししししししししししししししししししし込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみががががががががががががががががががががが便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利～寄付の申し込みが便利にににににににににににににににににににににに
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼ののののののののののののののののののののの品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品がががががががががががががががががががががさささささささささささささささささささささらららららららららららららららららららららににににににににににににににににににににに充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実　お礼の品がさらに充実～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつななななななななななななななななななななながががががががががががががががががががががるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフファァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイつながるファイルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」をををををををををををををををををををををを

ご利用ください！

フ
ァ
イ
ル
を
作
る
メ
リ
ッ
ト

　
子
ど
も
が
保
育
園
や
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
な
ど
に
進
学

す
る
際
、
同
フ
ァ
イ
ル
を
作
っ

て
お
く
こ
と
で
、
子
ど
も
の
発

達
状
況
に
つ
い
て
何
度
も
同
じ

こ
と
を
説
明
す
る
負
担
を
軽
減

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
所
属
す
る
園
や
学
校

が
変
わ
っ
て
も
、
一
貫
し
た
支

援
、
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
成
長
の

様
子
を
振
り
返
っ
た
り
、
病
院

や
相
談
機
関
な
ど
で
受
け
た
ア

ド
バ
イ
ス
の
内
容
を
確
認
し
た

り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

フ
ァ
イ
ル
が
欲
し
い
と
き
は

　
担
任
の
先
生
ま
た
は
保
健
セ

ン
タ
ー
の
保
健
師
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
０
８
）

　「
つ
な
が
る
フ
ァ
イ
ル
」
は
、

保
護
者
と
担
任
の
先
生
な
ど
の

支
援
関
係
者
が
子
ど
も
の
発
達

状
況
を
共
通
に
理
解
し
、
一
緒

に
考
え
な
が
ら
、
効
果
的
な
支

援
を
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

作
ら
れ
ま
し
た
。

こ
い
の
ぼ
り
を
一
緒
に
あ
げ
ま
せ
ん
か

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
の
会
で
は
、

毎
年
た
く
さ
ん
の
こ
い
の
ぼ
り

を
石
川
河
川
敷
に
あ
げ
て
い
ま

す
。
今
年
は
４
月
　
日

～
５

１２

月
　
日

ま
で
、
石
川
河
川
敷

１０
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
こ
い
の
ぼ

り
を
あ
げ
ま
す
。

　
同
会
で
は
、
一
緒
に
こ
い
の

ぼ
り
を
あ
げ
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人

は
、
４
月
　
日

、
午
前
　
時

１２

１０

に
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
同
会
で
は
使
わ
な
く

な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
の
寄
付
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
占
部
さ
ん〔

０

９
０
（
３
２
８
４
）
１
１
２
０
〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

４
月
　
日

～

２２

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
新
番
組

が
始
ま
り
ま
す

す
ば
る
ホ
ー
ル

●
「
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
２
～

Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
　
Ｔ
Ｏ
　
Ｔ
Ｈ

Ｅ
　
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
～
」

（
約
　
分
）

４５

　
昨
年
　
月
３
日
に
打
ち
上
げ

１２

ら
れ
た
小
惑
星
探
査
機
「
Ｈ
Ａ

Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
２
」。
本
作
で

は
新
た
な

機
体
の
紹

介
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の

概
要
、
先

代
は
や
ぶ

さ
の
旅
路

の
回
想
な
ど
を
中
心
に
物
語
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

投
映
日
時
　
毎
週
水
・
金
曜
日

＝
午
後
３
時
～
、
毎
週
土
曜
日

＝
午
後
１
時
～
、
午
後
４
時

～
、
毎
週
日
曜
日
、
祝
日
＝
午

後
１
時
～

観
覧
料
　
大
人
５
０
０
円
、
中

学
生
以
下
２
５
０
円
、
４
歳
未

満
お
よ
び
障
が
い
者
・
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
人
は
無
料
（
毎

回
入
れ
替
え
制
）

問
い
合
わ
せ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

〔

　
０
２
２
２
〕

（２５）



◆
家
庭
菜
園
の
土
づ
く
り
講
習

（
４
月
　
日

の
午
後
１
時
　

２８

３０

分
～
）

◆
庭
木
の
 剪
  定
 講
習
（
４
月
　

せ
ん
 て
い

２９

日

の
午
前
　
時
～
）

１０

◆
緑
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（
４
月

　
日

の
午
後
３
時
～
）

２９◆
「
ま
ち
の
樹
・
緑
」
図
画
コ

ン
ク
ー
ル
（
　
年
度
）
入
賞
作

２６

品
展

◆
樹
に
ま
つ
わ
る
四
文
字
熟
語

と
き
　
４
月
　

日

～
　

日

２６

２９


、
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

と
こ
ろ
　
津
々
山
台
公
園

内
容

緑
化
フ
ェ
ア

◆
こ
れ
何
の
種
ク
イ
ズ
（
４
月

　
日

の
午
後
１
時
～
、
　

日

２６

２９


の
午
前
　
時
～
、
小
学
生
以

１１

下
対
象
）

◆
松
の
 剪
  定
 講
習
（
４
月
　
日

せ
ん
 て
い

２６


の
午
後
１
時
　
分
～
、
　

日

３０

２８


の
午
前
　
時
～
）

１０

◆
み
ど
り
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

（
４
月
　
日

の
午
後
２
時
　

２６

３０

分
～
、
　

日

の
午
後
１
時
　

２９

３０

分
～
、
小
学
生
以
下
対
象
）

◆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
寄
せ
植
え
講

習
（
４
月
　
日

の
午
前
　
時

２７

１０

～
受
け
付
け
、
先
着
　
人
、
実

２０

費
）

◆
庭
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
習
（
４
月
　２７

日

の
午
後
１
時
　
分
～
）

３０

市
緑
化
フ
ェ
ア
＆

　
　
　
植
木
市
を
開
催
し
ま
す

アライグマ捕獲おりを
貸し出します

　
近
年
、
農
耕
地
を
中
心
に
、

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
特
定
外
来
生

物
で
、
頭
数
が
増
加
す
る
と
自

然
環
境
を
破
壊
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に

よ
る
被
害
に
遭
わ
れ
た
市
内
在

住
の
人
に
、
捕
獲
お
り
を
貸
し

出
し
し
て
い
ま
す
の
で
、
印
鑑

（
認
め
印
）
と
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
を
持
参
し
、
み
ど
り

環
境
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。　

※
捕
獲
お
り
は
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。

●
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
協
力
報
償

金
制
度
の
ご
利
用
を

　
ま
た
、
ア
ラ
イ
グ
マ
を
捕
獲

さ
れ
た
人
に
、
次
の
と
お
り
報

償
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
貸
し
出
し
申
請
に
よ
り

許
可
さ
れ
た
、
ま
た
は
届
け
出

の
あ
る
個
人
所
有
の
捕
獲
お
り

を
仕
掛
け
、　

年
３
月
　
日


２８

３１

ま
で
に
捕
獲
し
、
市
が
回
収
し

た
ア
ラ
イ
グ
マ
（
た
だ
し
、
受

け
取
り
時
に
死
亡
し
て
い
る
ア

ラ
イ
グ
マ
は
対
象
外
）

報
償
金
　
１
頭
に
つ
き
２
０
０

０
円
以
内
（
全
捕
獲
頭
数
に
よ

り
比
例
配
分
）

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
１
）

９

    微小粒子状物質（ＰＭ2.5）に関する情報

　微小粒子状物質（ＰＭ２.５）とは、大気中を漂う物質のうち、

直径２.５（マイクロは１００万分の1）以下の特に小さな粒子

で、工場の排ガスなどに含まれるすすが主成分です。府で

は、時間ごとの情報を府大気汚染常時監視のページ〔http://

taiki.kankyo.pref.osaka.jp/taikikanshi/〕で公開しています。

　また、大気中のＰＭ２.５が国の指針による注意喚起の濃度レ

ベルを超える場合は、注意喚起の情報が府の防災情報メール

で配信されます。なお、注意喚起が発令された場合は、不要

不急の外出や屋外での長時間の激しい運動はできるだけ避け

てください。

　同メールを受信するには、事前に登録が必要です。登録方

法についてはおおさか防災ネットホームページ〔http://www.

osaka-bousai.net/pref/PreventInfoMail.html〕をご覧ください。

※同メールは、光化学スモッグや警報、注意報などの情報も

配信していますので、必要に応じてご活用ください。

問い合わせ　みどり環境課（内線４３２）

ク
イ
ズ

◆
樹
木
医
相
談
（
み
ど
り
の
相

談
）

◆
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

◆
子
ど
も
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー

（
小
学
生
以
下
対
象
）

◆
緑
化
苗
の
無
料
配
布
（
広
報

誌
折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
引
換
券

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

植
木
市

◆
ミ
ニ
庭
園
の
展
示
販
売

◆
鉢
花
、
花
木
、
苗
木
、
庭
園

樹
、
肥
料
、
土
、
資
材
な
ど
の

販
売

◆
庭
造
り
相
談

問
い
合
わ
せ
　
市
公
園
緑
化
協

会
（
内
線
4
0
9
）

農
園
名
・
開
設
場
所
　
①
宮
甲

田
＝
甲
田
六
丁
目
、
②
若
松
町

＝
若
松
町
四
丁
目

募
集
区
画
数
　
①
１
区
画
、
②

５
区
画

利
用
料
　
年
額
３
５
０
０
円

※
１
区
画
約
　
平
方
㍍
。

１５

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
　
４
月
　
日
（
消

１７

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き

に
農
園
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
返
信
は
が
き
に
宛
名

を
記
入
し
、

５
８
４
・
８
５

１
１
市
役
所
農
業
振
興
課
（
内

線
４
４
６
）
内
市
民
体
験
農
園

受
付
係
へ
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
抽
選
）

市
民
体
験
農
園

利
用
者
を
募
集

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１０

保
険
料
の
お
知
ら
せ
と
納

付
方
法

◆
普
通
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら

天
引
き
で
な
い
場
合
）

　
今
年
7
月
に
、
　

年
度
の
後

２７

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定

（
本
算
定
）
に
係
る
「
保
険
料

額
決
定
通
知
書
」
と
「
納
入
通

知
書
」
の
一
体
型
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

　
通
知
書
に
基
づ
き
、
納
付
書

払
い
や
口
座
振
替
な
ど
の
方
法

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
状
況
に
よ
り
、　

月
か
ら
特

１０

別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

に
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◆
特
別
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら

天
引
き
の
場
合
）

　
年
金
受
給
額
が
年
額
　
万
円

１８

以
上
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て

年
6
回
（
偶
数
月
）
の
年
金
受

給
時
に
、
次
の
と
お
り
年
金
か

ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま

す
。

○
4
・
6
・
8
月
分

　
　
年
度
は
普
通
徴
収
で
納
付

２６
さ
れ
て
お
り
、
誕
生
月
に
よ
り

今
年
4
・
６
・
８
月
か
ら
新
た

に
特
別
徴
収
と
な
る
人
に
は
、

　
年
度
の
保
険
料
額
を
も
と
に

２６仮
徴
収
額
を
決
定
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
事
前
に
「
保
険

料
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」
と

「
納
入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
」
の
一
体
型
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
今
年
2
月
に
保
険
料
を
特
別

徴
収
で
納
付
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
場
合
、
4
月
の
年
金
受
給

時
に
は
、
2
月
の
納
付
額
と
同

額
を
仮
徴
収
額
と
し
て
特
別
徴

収
し
ま
す
の
で
通
知
は
あ
り
ま

せ
ん
。

○
　
・
　

・
2
月
分

１０

１２

　
　
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

２７
保
険
料
が
決
定
（
本
算
定
）
さ

れ
、
　

月
分
以
降
が
特
別
徴
収

１０

と
な
る
場
合
、
7
月
に
「
保
険

料
額
決
定
通
知
書
」
と
「
納
入

通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
」
の
一
体
型
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。　

月
以
降
の
年
金
受

１０

給
時
に
、　

年
中
の
所
得
に
基

２６

づ
い
て
計
算
さ
れ
た
年
間
保
険

料
（
本
算
定

額
）
か
ら
仮

徴
収
な
ど
に

よ
り
、
す
で

に
納
め
て
い

た
だ
い
た
金

額
を
差
し
引
い
た
額
を
、
支
払

い
回
数
に
振
り
分
け
て
特
別
徴

収
し
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に

変
更
で
き
ま
す

　
保
険
料
の
納
付
方
法
が
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

の
人
や
、
新
た
に
特
別
徴
収
に

変
更
さ
れ
る
人
は
、
申
し
出
に

よ
り
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
口

座
振
替
で
の
納
付
に
変
更
で
き

ま
す
。

　
変
更
を
希
望
す
る
人
は
、
預

金
通
帳
、
通
帳
の
届
け
出
印
、

被
保
険
者
証
を
福
祉
医
療
課
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
預
金
通
帳
、
通
帳
の

届
け
出
印
に
代
わ
り
、
金
融
機

関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持

参
す
る
こ
と
に
よ
り
簡
単
に
口

座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
る

「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
サ
ー
ビ

ス
」
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
医
療
課

（
内
線
1
5
8
、
1
5
9
）

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度にに
関するお知ら関するお知らせせ

生活全般にわたる困りごとの相談窓口を開設します

　生活困窮者自立支援法に基づいて、４月１日から、生活支援課に自

立相談支援機関の相談窓口を開設します。

　相談支援員が生活全般にわたる困りごとの相談を受け付け、最低限度

の生活が維持できなくなる恐れのある人を対象に計画的な援助を実施

し、その人の自立を支援します。

とき　月～金曜日、午前９時～午後５時３０分（祝日、年末年始は除く）

問い合わせ　生活支援課（内線１９８）

　
３
月
　
日
～
　
日
の
間
に
、

１４

２７

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送
し
ま

し
た
。

　
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
シ
ー
ル
の
交
付
申
請

　
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い

人
な
ど
に
は
シ
ー
ル
を
郵
送
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

本
市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
（
住
所
と
氏
名

が
記
載
さ
れ
た
水
道
代
な
ど
の

領
収
書
、
賃
貸
契
約
書
、
郵
便

物
な
ど
）
と
印
鑑
を
持
参
し
、

衛
生
課
ま
た
は
金
剛
連
絡
所
で

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

中
の
ご
み
収
集
は
通
常
ど

お
り
で
す

　
ご
み
は
、
祝
日
（
年
末
年
始

は
除
く
）
も
日
程
ど
お
り
収
集

し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
祝

日
は

ご
み

の

量
、
交
通
状
況

な
ど
に
よ
り
、
通
常
よ
り
収
集

時
間
が
早
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
燃
え
る
ご
み
と
粗
大
ご
み
は

午
前
７
時
よ
り
、
資
源
ご
み
は

午
前
９
時
よ
り
順
次
収
集
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

　
年
度
分
無
料
ご
み
シ
ー
ル
をををををををををををををををををををををを

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７２７郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

郵
送
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた



１１

　
本
市
で
は
ゴ
ミ
置
場
の
カ
ラ

ス
対
策
と
し
て
、
カ
ラ
ス
よ
け

ネ
ッ
ト
な
ど
の
購
入
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
購
入
す
る
前
に
補
助
金
の
交

付
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
団
体
　

町
会
（
自
治
会
）
な
ど
で
ご
み

置
場
を
管
理
し
て
い
る
団
体

対
象
と
な
る
器
具
　

①
カ
ラ
ス
よ
け
ネ
ッ
ト

※
ご
み
置
場
１
カ
所
に
つ
き
１

個
の
み
、
１
回
の
申
請
に
つ
き

５
個
ま
で
。

②
生
ご
み
ガ
ー
ド

※
１
回
の
申
請
に
つ
き
１
個
の

み
、
各
団
体
に
つ
き
各
年
度
２

個
ま
で
。

補
助
金
額

い
ず
れ
も
購
入
価
格
の
２
分
の

１
の
額
（
消
費
税
は
除
く
）
で
、

①
は
、
１
個
当
た
り
１
０
０
０

円
ま
で
（
　
円
未
満
は
切
り
捨

１０

て
）、
②
は
、
１
個
あ
た
り
７
５

０
０
円
ま
で
（
　
円
未
満
は
切

１０

り
捨
て
）

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
ご
み
置
場
の
位
置
図

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ラララララララララララララララララララララララララ
カ
ラ
スススススススススススススススススススススススススス
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

よ
け
ネ
ッ
ト
、
生
ご
み
ガ
ー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド

ののののののののののののののののののののののののの
購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
ににににににににににににににににににににににににに
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
ししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててて
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
ししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままま

の
購
入
に
対
し
て
補
助
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
簡
素
で
厳
粛
な
葬
儀
を
提
供

す
る
た
め
に
、
市
営
葬
儀
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、「
富
田

林
市
営
葬
儀
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
衛
生
課
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）。

対
象
者
　
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
人
が
市
民
で
、
市
内
に
お

い
て
葬
儀
を
さ
れ
る
場
合
の
み

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬
儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀

市
営
葬
儀
のののののののののののののののののののののの

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

ご
利
用
をををををををををををををををををををををを

市
営
葬
儀
指
定
業
者

○

安
楽
社
（
甲
田
二
丁
目
９

の
　
）〔

　
0
0
4
2
〕

１０

（２５）

○
㈲
公
栄
社
（
富
田
林
町
　
の
２４

４
）〔

　
2
0
6
4
〕

（２３）

○

花
仙
葬
祭
（
富
田
林
町
　２４

の
　
）〔

　
2
2
3
8
〕

１７

（２３）

○

花
安（
富
田
林
町
　
の
　
）

１８

１９

〔

　
6
5
2
6
〕

（２３）

申
し
込
み
　
右
記
の
指
定
業
者

の
中
か
ら
選
択
し
、
標
準
プ
ラ

ン
か
簡
易
プ
ラ
ン
の
い
ず
れ
か

を
選
び
、
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
基
本
料
金
に
含
ま
れ
な
い
オ

プ
シ
ョ
ン
な
ど
を
任
意
に
選
択

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

「
富
田
林
市
営
葬
儀
の
ご
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
、
１
４
９
）

　
最
近
、
収
集
物
が
原
因
と
考

え
ら
れ
る
、
ご
み
収
集
車
の
火

災
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
に
は
燃
え
る
ご
み
収
集

中
に
、
２
月
に
は
粗
大
ご
み
収

集
中
に
火
災
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
原
因
は
、
中
身
が
残
っ
た
ま

ま
の
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
な
ど
が
ご
み
に
混
入
さ

れ
、
収
集
時
に
缶
か
ら
漏
れ
た

ガ
ス
に
火
花
が
引
火
し
た
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
を
捨
て
る
と
き
は
、
必

ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
風

通
し
が
良
く
火
の
気
の
な
い
所

で
穴
を
開
け
、
カ
ン
・
ビ
ン
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
集
車
の
火
災
事
故
は
機
械

の
損
傷
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
身

を
傷
つ
け
る
重
大
な
事
故
（
爆

発
事
故
な
ど
）
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
開
け
て
か
ら

カ
ン
・
ビ
ン
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
！

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）



１２

・
申
込
家
族
全
員
（
申
込
本
人

と
同
居
人
）
の
収
入
を
含
め
た

計
算
後
の
月
収
額
が
　
万
８
０

１５

０
０
円
以
下
の
人

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
裁

量
階
層
世
帯
（
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
の
世
帯
）
に
該
当
す

る
人
で
、
計
算
後
の
月
収
額
が

　
万
８
０
０
０
円
を
超
え
　
万

１５

２５

９
０
０
０
円
以
下
の
人
で
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す

⑥
申
込
者
が
独
立
の
生
計
を
営

む
人
で
家
賃
、
共
益
費
を
払
う

こ
と
が
で
き
る
人

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
第
２
条
第
６
項
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い

人※
親
子
等
近
居
募
集
は
、

介
護
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た

め
、
市
営
錦
織
住
宅
に
つ

い
て
は
第
二
中
学
校
区
内

に
、
市
営
若
松
団
地
に
つ

い
て
は
第
一
中
学
校
区
内

に
、
親
族
が
居
住
し
て
お

り
、
近
居
す
る
こ
と
に
よ

り
双
方
の
利
益
が
見
込
ま

れ
る
世
帯
に
限
り
ま
す
。

※
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
募

集
に
つ
い
て
は
、
地
域
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

を
図
る
た
め
、
申
込
者
が

第
一
中
学
校
区
内
に
６
カ

月
以
上
継
続
し
て
居
住
ま

た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
世

帯
に
限
り
ま
す
。

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

②
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
世
帯

④
保
証
人
が
あ
る
人

⑤
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
収
入

基
準
に
合
う
人

市
営
錦
織
住
宅
、

市
営
若
松
団
地
の

入
居
者
を
募
集
し

ま
す

申
込
書
の
配
布
　
４
月
１
日


～
　
日

ま
で
住
宅
政
策
課
、

１５
金
剛
連
絡
所
、
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
、
南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー

で
配
布
（
土
・
日
曜
日
は
除

く
）

申
し
込
み
　
４
月
１
日

～
　１５

日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

指
定
の
封
筒
で
郵
送

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
６
、
４
３
７
）

　
住
民
活
動
災
害
保
障
保
険

は
、
住
民
団
体
が
日
帰
り
で
実

施
す
る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
地
域
で
の
社
会
奉
仕

活
動
中
（
清
掃
活
動
、
防
火
・

防
災
活
動
、
防
犯
活
動
、
社
会

福
祉
活
動
な
ど
）
の
事
故
・
災

害
に
対
し
、
責
任
者
の
賠
償
責

任
や
参
加
者
の
け
が
に
よ
る
入

院
・
通
院
な
ど
の
費
用
を
市
で

 補
  填
 す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住

ほ
 
て
ん

民
活
動
の
促
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
保
険
に
は
、
市
が
一

括
加
入
し
、
保
険
料
も
市
で
負

担
し
ま
す
。

　
　
年
度
分
の
保
険
加
入
申
請

２７
の
受
け
付
け
は
次
の
と
お
り
で

す
。

保
険
期
間
　
６
月
１
日

～
　２８

年
６
月
１
日


加
入
で
き
る
団
体
　
活
動
拠
点

が
市
内
に
あ
り
、
市
内
に
居
住

し
て
い
る
５
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体
（
指
導
者
お
よ
び
育
成

者
は
市
外
在
住
で
も
可
）

保
険
の
内
容

《
賠
償
責
任
保
険
》

・
限
度
額
＝
被
害
者
１
人
に
つ

き
２
０
０
０
万
円
、
１
事
故
に

つ
き
１
億
円
（
免
責
１
万
円
）

《
傷
害
保
険
》

・
死
亡
＝
２
０
０
万
円

・
後
遺
障
害
＝
６
～
２
０
０
万
円

・
入
院
＝
１
日
１
５
０
０
円

・
通
院
＝
１
日
１
０
０
０
円

※
入
院
、
通
院
は
事
故
日
よ
り

対
象
で
す
。
入
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
、
通
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
以
内
で
通
院
日
数
　９０

日
間
が
限
度
で
す
。

※
自
ら
の
娯
楽
な
ど
を
目
的
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
や
、
文
化
・
親

睦
活
動
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
　
４
月
　
日

ま
で

１５

に
、
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
昨
年
度
の
活
動
実
績

（
活
動
回
数
と
活
動
人
数
を
ま

と
め
た
資
料
）
と
今
年
度
の
活

動
予
定
を
添
え
て
、
市
民
協
働

課
ま
た
は
各
団
体
の
関
係
す
る

部
署
へ
　
※
初
め
て
加
入
申
請

さ
れ
る
団
体
は
、
会
員
名
簿
を

併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保住民活動災害保障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険ののののののののののののののののののののの加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入保険の加入申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請をををををををををををををををををををををを

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付受け付けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
宅
地
建
物
取
引
な
ど
の
場

で
、
同
和
地
区
で
あ
る
か
ど
う

か
を
尋
ね
た
り
、
同
和
地
区
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
宅
地
建
物

や
め
よ
う

　
住
ま
い
の
差
別

を
購
入
し
な
か
っ
た
り
す
る
こ

と
は
差
別
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
人
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
、
女
性
で
あ
る
と
い
う

理
由
だ
け
で
入
居
を
断
る
こ
と

も
差
別
と
な
り
ま
す
。

　
住
ま
い
の
差
別
を
な
く
し
、

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
ま
ち
を
、
私
た
ち
み
ん
な
の

力
で
築
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）



１３

市勤労者共済会にご入会ください

　市勤労者共済会では、中小企業で働く人の福利

厚生を支援しています。

　運営事務費などは市が負担し、会員の皆さんか

らの会費は全て福利厚生などの事業に還元されま

すので、ぜひご入会ください。

事業内容

《給付》　会員の結婚・出産などに対する祝い金

など

《健康》　人間ドックなどに対する費用の補助

など

《福利厚生》　各種チケットの割引価格での販売、

宿泊施設費用の補助、バスツアーなど

対象者　市内在住・在勤の勤労者、市内事業所・

商店などの事業・商店主および従業員

会費　入会金２００円、月額８００円

問い合わせ　商工観光課内勤労者共済会（内線４８１）

　
文
化
振
興
基
金
の
収
益
金
を

運
用
し
て
、
市
の
文
化
振
興
を

図
る
た
め
に
実
施
す
る
文
化
事

業
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
助
成
額
は
、
飲
食
費
な
ど
を

除
く
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
上
限
　
万
円
で
す
。

２０

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

事
業
で
、　

年
３
月
　
日

ま

２８

３１

で
に
実
施
し
、
確
認
書
類
を
提

文化事業を

　助成します

出
で
き
る
事
業
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

■
団
体
結
成
後
の
節
目
（
　
周
１０

年
な
ど
）
に
文
化
の
振
興
に
著

し
く
寄
与
す
る
事
業
を
実
施
す

る
と
き

■
団
体
が
文
化
の
振
興
の
た
め

に
、
特
に
意
義
が
あ
る
事
業
を

実
施
す
る
と
き

■
市
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
と

市
内
文
化
団
体
が
協
働
し
て
文

化
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業
を

実
施
す
る
と
き

申
し
込
み
　
社
会
教
育
課
（
青

少
年
セ
ン
タ
ー
）〔

　
１
４
５

（２４）

１
〕
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
４
月
　３０

日

ま
で
に
同
課
へ
　
※
申
請

書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課

の
ペ
ー
ジ
「
社
会
教
育
課
」
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

年
２
回
「
交
通
安
全
講
習
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
一
人
一
人
が
交
通
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学

び
、
実
践
す
る
た
め
に
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
交
通
安
全
講
習
会

を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
程
な
ど
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

※
い
ず
れ
も
　
分
前
よ
り
受
け

３０

付
け
開
始
で
す
。

※
全
て
の
会
場
で
手
話
通
訳
が

付
き
ま
す
。

※
運
転
者
講
習
受
講
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
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講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

の
交
通
安
全
講
習
会
をををををををををををををををををををををを

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
近
年
、
公
共
交
通
の
衰
退
が

各
地
で
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

毎
年
た
く
さ
ん
の
鉄
道
や
バ
ス

の
路
線
が
減
便
や
廃
線
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
公
共

交
通
機
関
の
利
用
者
は
年
々
減

ＩＣカードを利用

した、路線バスの

割引制度をご利用

ください

少
し
て
お
り
、
深
刻
な
状
況
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
４
月
１
日

か
ら
、
市
内
を

走
る
路
線
バ
ス
の
う
ち
、
近
鉄

バ
ス
、
南
海
バ
ス
、
レ
イ
ン

ボ
ー
バ
ス
で「
P
i
T
a
P
a
」

や
「
I
C
O
C
A
」
な
ど
の
交

通
系
I
C
カ
ー
ド
が
利
用
で
き

ま
す
。

●
さ
ま
ざ
ま
な
割
引
制
度

　「
P
i
T
a
P
a
」を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
レ
イ
ン
ボ
ー
バ

ス
と
近
鉄
バ
ス
で
は
、
毎
月
２

０
０
０
円
を
超
え
た
利
用
額
の

　
㌫
が
、
南
海
バ
ス
で
は
、
１

１０回
の
乗
車
ご
と
に
利
用
額
の

　
・
７
㌫
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

１０そ
の
他
、
南
海
バ
ス
で
は
頻
繁

に
利
用
さ
れ
る
人
に
便
利
な
登

録
型
の
割
引
制
度
や
南
海
バ
ス

同
士
の
乗
り
継
ぎ
時
に
全
て
の

I
C
カ
ー
ド
で
利
用
で
き
る
乗

り
継
ぎ
割
引
制
度
が
あ
り
ま

す
。
　
ま
す
ま
す
便
利
に
な
っ
た
路

線
バ
ス
を
、
ぜ
ひ
I
C
カ
ー
ド

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
I
C
カ
ー
ド
の
ご
利
用
方
法

や
割
引
制
度
な
ど
詳
し
く
は
、

各
路
線
バ
ス
事
業
者
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
近
鉄
バ
ス
、
レ

イ
ン
ボ
ー
バ
ス
に
つ
い
て
は
近

鉄
バ
ス
㈱
八
尾
営
業
所
〔

0

7
2
（
9
4
9
）
4
6
8
1
〕、

南
海
バ
ス
に
つ
い
て
は
南
海
バ

ス
㈱
営
業
課
〔

0
7
2
（
2

2
1
）
0
7
8
1
〕
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